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主の降誕に向けて 

主任司祭 内藤 聡 

 

教会の典礼歴も１年を終えて、待降節に入ろうとしています。 

待降節＝アドベントという単語は「到来」を意味するラテン語で

Adventus（＝アドベントゥス）から来たもので「キリストの到来」のこ

とを意味しています。 

そして、待降節の期間というのは２つの到来を待ち望む季節でもあります。 

まず１つめの到来が終末のときのキリストの再臨です。年間最後の主日が「王であるキリス

ト」の主日であったように、待降節の直前にあたる「年間」の終わりの期間でキリストの再

臨を記念してきました。待降節は、この主の再臨への待望の内容をそのまま受け継いで始ま

ります。そのため、待降節の前半の典礼では、再臨への待望が主題となっています。 

 もう１つの到来は主の降誕のクリスマスを祝うための準備の期間です。教会では、馬小屋

を作ったりアドベントキャンドルを立てたりしています。目に見える形として、私たちはク

リスマスを迎える準備もしますが、私たちの心を神様に向け直す時でもあります。待降節は、

ただクリスマスが来るのをじっと待つ期間ではなく、私たちの方からイエス様の誕生を迎え

る準備をします。 

 皆さんもご存知の通り、クリスマスというのはキリストの誕生、すなわち、神のひとり子

イエス・キリストの誕生を思い起こす日として古代から祝われてきました。 

 しかし、イエスがいつ生まれたか、聖書には何も書いてありません。12月 25日がイエス

の誕生の日とする最古の記録は、4世紀のローマの「殉教者帰天日表」というものです。 

 しかし昔は、地方によって 1月 6日（主の公現）に祝っていました。ちなみにロシア正教

会は、今でも 1月はじめにキリストの降誕を祝います。 

 ではなぜ、ヨーロッパのクリスマスは、12月25日に祝われるようになったのでしょうか？  

つぎの説が、有力であるといわれています。 

 昔ローマ帝国内では、太陽崇拝が広く行われていました。 ローマ暦では 12月 25日が冬

至で、この日を太陽誕生の祝日として祝っていたそうです。教会はこの祭日を取り入れ、「正

義の太陽」であるキリストの誕生の日として祝うようになったそうです。 

 しかし、日本ではあまりクリスマスでキリストの誕生という印象は薄いように思えます。 
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 そのような中で、キリストの誕生を知らない多くの人にクリスマスの本当の意味を伝えて

いくというのも、私たち一人一人に任せられている宣教の使命ではないでしょうか。 

 私たちも何となく毎年過ごしているこの待降節の季節について改めて思い起こしながら、

それぞれが主の降誕をふさわしく迎える準備をしていくことが出来るように心がけていき

たいものです。 

 

 

ステップ バイ ステップ 

大野 隆 

 

１０月も終わりに近づいた２８日、日曜学

校のこどもたちと、富士山二合目の聖母像へ

出かけました。２０人以上の参加者とともに

ロザリオの祈りを捧げ、みんなで楽しくお弁

当を食べ、教会に戻ったのが 13：30。たっ

た 3時間ですが、特別な時間を持てたことに

小さな驚きと喜びを感じました。ご協力くだ

さった方々、そしてやさしく迎えてくださったマリア様に感謝しています。 

印象的だったのは、こどもたちがたどたどしいながらもアヴェマリアの祈りを唱えようと

している姿でした。いつも日曜学校のリーダーとして、聖書のはなしをとおして大事なこと

を「話そう」とするのですが、やっぱりまだ低学年。座学だけでは話を聞く姿勢はなかなか

できません。ロザリオを唱える大人を見て、自分もやってみようと思える、そんな環境をこ

れからも定期的に持っていきたいと思います。 

こどもたちの多くは 11月の初聖体向けて勉強中です。普段のにぎやかな様子からだと、

静かに祈ることの大切さがわかるようになるのはいつかと不安になりますが、少しずつこう

いった機会を繰り返しもつことで少しずつ慣れてきたのではないかと思います。 

思えば自分がこどものときも、親父にこっぴどく叱られて、何が悪かったか考えろ、わか

るまでロザリオを唱えて、わかったら来なさいと言われたことがありました。しばらくして

ほとぼりが冷め、謝りに行ったときに親父が教えてくれたのは、大人だって自分の何が悪い

かわからないことがある、そういう時のためのお祈りだ、本当に真剣に祈っていれば、その

うちふっと神様が答えを教えてくれる、ということでした。 

日曜学校では聖書のはなしが終わると、ぬりえをしています。私は最初のうち、なぜぬり

えなのかよくわかりませんでした。シスター曰く静かな振り返りの時間を作るということで

した。お祈りそのものはしていないけれど、その下地を少しずつ身につていく、そういうこ

とか！と納得しました。 

普段のなにげない生活のなかで、神様のことを考えるくせをつけていけるよう、工夫して

いきたいと思います。 
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ザビエル祭に参加して 

葉山 恵 

11 月 23 日 富士吉田教会を早朝 6時 40 分に甲府、韮崎教会の方々と一緒に出発、 

和気あいあいの車中、他の教会の方とゆっくりした交わりの時間も有難い時間でした。 

 東京神学院は秋深まる風景。銀杏の黄葉も美しく、大きなもみの木が点在する素敵な佇ま

いです。ウエィン.フランシス.バートン那覇司教様の司式のミサに聖堂は溢れるほどの信者

の方々がいらっしゃいました。 

 福音（ヨハネ 16 章 29〜33）のお説教も巧みな日本語で分かりやすく引き込まれるお説教

でした。その後、バザーや売店やさまざまの企画を楽しみました。 

 司教様の講演会が「勇気をだして」というテーマでありました。 

人生の中でさまざまな事が起きる時、勇気を出して受け入れることを決めると、神の手は自

然に降りて来て助け導いて下さるという話を、ご本人の経験を交えながら話して下さいまし

た。 

先に、イエスかノーか難しい問題もあります。受け入れることを決めると自分が解放される

のだと思います。 

 とても満たされた一日に、感謝と喜びの一日でした。 

  

教会委員会記録 

                   １１月４日 ２０名参加 

1. 11月～12月の典礼（こよみ参照） 

2. 山梨地区宣教司牧委員会報告 

  ・「わたしたちがめざしている共同宣教司牧」横浜教区で冊子発行。小教区で購入して

勉強会を計画 

  ・こぴっとプロジェクト２０１９・３・９浪江町の「無念」上映予定   

3. 感謝と喜びの集いについて 

  ・先日１３：３０～値付け、豚汁用意  当日８：３０～準備 

  ・テントを１個購入する。 

4. 主の降誕について 

  ・クリスマス（待降節）献金はダルクと河口湖ハーバル工房に献金 

  ・祝日なのでミサの時間を１７：３０～に。パーティーでビンゴをする。 

  ・パーティーの司会は大野さんにお願いする。 

  ・外国の方々に歌の参加を打診してはどうか？ 

5. その他 

  ・巡礼者のために記念スタンプを置き、聖堂に献金箱を設置することなど検討する。 

  ・外国籍の方々との交流のしかたについて. 



 

4 

 平成 30年「感謝と喜びの集い」報告 

 

今年の富士吉田教会は森田神父様の異動や、信徒の方々が立

て続けに帰天されるなど寂しい出来事が重なりました。 

けれども、内藤神父様の着任、久方ぶりの堅信式、そしてこ

の「王たるキリスト」の祭日には４人の子どもたちが初聖体の

お恵みをいただくうれしいできごとも多くありました。    

今回初聖体を授かった子供たちは、日本、フィリピン、ベトナムと受洗の場所は違えども、

シスター里脇や神父様、日曜学校のリーダーのお導きのもと、しっかりと初聖体の準備を進

めることが出来たことは、まさに「感謝と喜び」のできごとでした。 

この喜びのミサの後行われた集いでは、今年も富士五湖ダルクの方々や教会のご近所の

方々のご協力もあったほか、偶然教会のミサにあずかったツーリストの方々が、集いに加わ

ってくださり、とても楽しいひと時をもつことができました。 

大変多くの献金をいただき 131,480 円を国連 WFP（国際連合世界食糧計画）と日本ユニ

セフへ献金させていただきました。 

＊遊休品・野菜 30,970 円、婦人部有志 36,010 円、日曜学校飴つかみコーナー2,750 円、聖

具 4,846 円。この金額に仕入 5,496 円を差引き、信徒有志野菜市の収益金 62,400 円を合わ

せた金額です。 

＊壮年会のコーヒーコーナー 収益金 2,000 円は東日本大震災義援金に献金いたします。 

来年も出来る範囲で一年の感謝をこめた集いを行いたいと思います。ご協力ありがとうご

ざいました。  

 

    

野菜市もありがとうございました！ 

  

神様まかせの野菜市。この夏の猛暑や台風でどうなる

ことかと心配いたしましたが、たくさんの収穫を授かり

ました。 

皆さまの食卓の一助となりましたでしょうか？ 

おかげさまで 62,400円もの尊い献金をいただきました。 

世界中の飢餓や貧困に苦しむ子供たちの笑顔につながることを祈りつつ、来年もせっせと

畑を耕したいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

              （感謝と喜びの集い実行委員、信徒有志野菜市担当：江守） 
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帰天 11月 11日 ご冥福をお祈りいたします。  

◎ カタリナ 稲垣 恒様 

転出 広島 幟町教会へ どうぞお元気で・・・ 

◎ ゲオルギウス 佐藤 篤         ◎ アンナ フランシスカ 佐藤 道世 

洗礼 11月 25日 おめでとうございます。 

◎ 齋藤 弘翔（ひろと） 

初聖体 11月 25日 おめでとうございます。 

◎ マリア フランシスカ 田形 美沙希   ◎ ウエムラ リョウ カイエタノ 

◎ ペトロ 中田 一雄（かずお）      ◎ 齋藤 弘貴（ひろき） 

 

初聖体おめでとう！！！ 

  ９月日曜学校は、お休みでしたが、この４人は里脇シスターと勉強がんばりました。 

紅一点の美沙希ちゃんは、初めは緊張気味でしたが、回数を重ねる事に表情も明るくなり 

男の子の中にとけこんでいました。勉強中は勝手にしゃべる子、本で遊ぶ子とたいへんで 

したが、無事に初聖体を終える事ができほっとしています。 

当日白いドレスの美沙希ちゃん、ばっちりスーツできめた３人の男の子の姿に目頭が熱くなり 

ました。何年後にこの子達がこの富士吉田教会をになってくれることを願います。 

 

 

 

 

 

   

ご協力よろしくお願いいたします。 

◎ クリスマス（待降節）献金のお願い（12月 9日より 12月 25日まで） 

本年は、富士河口湖町で活動を続ける「河口湖ハーバル工房」と「富士五湖ダルク」

の 2団体に献金し、地域との結びつきを強めてまいりたいと思います。 

 

◎ 山梨フードバンクより献品のお願い（12月 2日より 12月 23日まで） 

 集会室に献品箱を置いておきます。消費期限 2ヶ月以上ある品物をお入れください。 

 

 

教会記録 

お願い 
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こ よ み 

12月 

 １日（土）合同聖歌練習１０：００  韮崎教会 

 ２日（日）待降節第１主日 子供と共に捧げるミサミサ９：３0 教会委員会 

        宣教地召命促進の日（献金）（聖堂掃除は河口湖・都留地区） 

 ３日（月）日本宣教の保護者 聖フランシスコ・ザビエル司祭（祝日） 

７日（金）初金曜日   ロザリオの祈り１０：００ミサ１０：３０ 

 ８日（土）聖歌練習９：３０ 無原罪の聖マリア ミサ１０：３０ 

 ９日（日）待降節第２主日ミサ９：３０ 黙想会 松永敦神父様（大阪教区） 

１５日（土）小さき花幼稚園 クリスマス会 10時（富士山ホール） 

１６日（日）待降節第３主日国際ミサ９：３０  大掃除 

２１日（金）富士聖ヨハネ学園祭 クリスマスミサ１４時 

２３日（日）待降節第４主日ミサ９：３０  ミサ後パーティー準備 

          （聖堂掃除は吉田地区） 

２４日（月）主の降誕夜半ミサ１７：３０  パーティー（リズムホール） 

２５日（火）主の降誕ミサ１０時  茶話会 

２６日（水）聖ステファノ殉教者（祝日） 

２７日（木）聖ヨハネ使徒福音記者（祝日） 

２８日（金）幼子殉教者（祝日） 

３０日（日）聖家族ミサ９：３０  （聖堂掃除は有志） 

   ★手芸会は都合によりお休みとさせて頂きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

イタリア語教室  月曜１０時  ３日・１０日・１７日 

日曜学校     ミサ後    ２日・１６日・２３日 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

1月 

 １日（火）神の母聖マリア（祭日）ミサ１０：００  世界平和の日 

 ４日（金）初金曜日ロザリオ   １０：００ミサ１０：３０ 

 ６日（日）主の公現ミサ９：３０  教会委員会 

１2 月のミサ奉仕 

 

日 先唱 聖体奉仕者 侍者 第１朗読 第２朗読 歌伴奏 

2 曾根美香 山本一孝 一雄 江守香代子  シスター 

９ 東海林美佐子    － 天翔 福永好雄 宮本禮子 シスター 

16 江守香代子    － 正人 英語 ？ シスター 

23 東海林美佐子 東海林義夫 一雄 栗原今朝夫 相沢千代子 シスター 

30 東海林義夫 栗原今朝夫 一雄  渡辺幹夫 小松二三子 シスター 
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